
津波で大破した只越漁港の堤防（昨年5月）
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計
画
沼別
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東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
、
沿
岸
に
張

り
巡
ら
せ
た
墟
防
を
乗
り
越
え
、
海
辺
の
暮

ら
し
と
産
業
を
襲
い
、
人
々
の
命
を
奪
っ

た
。
そ
し
て
行
政
は
、
命
と
財
産
、
産
業
基

盤
を
守
る
た
め
、
巨
大
墟
防
の
構
築
を
決
断

し
た
が
、
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に

多
く
の
住
民
が
戸
惑
っ
て
い
る
。
堤
防
は
何

を
守
る
た
め
に
造
ら
れ
る
の
か
－
。
堤
防
高

の
方
針
が
決
ま
っ
た
経
緯
や
必
要
性
を
シ

リ
ー
ズ
で
検
証
す
る
。
　
　
（
今
川
悟
）
．

こ
の
方
針
に
基
づ
い

て
、
9
月
に
宮
城
県
沿

岸
の
堤
防
高
が
決
ま
っ

た
。
過
去
の
津
波
を
比

較
し
た
結
果
、
気
仙
沼

市
沿
岸
は
最
も
高
か
っ

た
明
治
三
陸
津
波
（
1

の
4
倍
に
な
る
も
の
も

あ
り
、
本
吉
町
の
小
泉

海
岸
で
は
1
4
・
7
㍍
も

の
巨
大
堤
防
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

最
大
級
津
波
で
は

浸
水
面
積
2
割
減

岩
手
県
で
も
壌
防
高

の
検
討
作
業
が
行
わ
れ

た
が
、
既
存
の
堤
防
が

程
度
だ
っ
た
の
に
対

し
、
宮
城
県
は
津
波
高

が
最
大
9
倍
、
浸
水
面

積
は
5
倍
で
、
想
定
を

大
き
く
上
回
っ
た
地
域

ほ
ど
、
死
者
・
行
方
不

明
者
が
多
く
発
生
し

た
。
気
仙
沼
市
の
浸
水

面
積
も
想
定
の
2
倍
を

超
え
た
。
市
が
災
害
危
険
区
域

年
間
で
気
仙
沼
・
本
音

地
方
は
昭
和
三
陸
津

波
、
2
度
の
チ
リ
津

波
、
そ
し
て
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
大
津
波
に

襲
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

海
岸
・
河
川
復
旧

1
0
0
0
億
円
超

気
仙
沼
土
木
事
務
所

仮
設
住
宅
建
設
が
進

ま
ず
、
気
仙
沼
市
内
の

避
難
所
に
ま
だ
2
5
0

0
人
が
残
っ
て
い
た
昨

年
6
月
、
国
の
中
央
防

災
会
議
が
墟
防
復
旧
の

基
本
方
針
を
公
表
し

た。
新
た
な
墟
防
は
、
数

十
年
か
ら
百
数
十
年
と

い
う
高
い
頻
度
で
発
生

す
る
津
波
に
備
え
て
高

さ
を
設
定
。
1
0
0
0

年
に
1
度
と
い
わ
れ
る

東
日
本
大
震
災
級
の
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
、

墟
防
で
防
ぐ
の
は
現
実

的
で
は
な
い
た
め
、
多

重
防
護
や
避
難
に
よ
っ

て
減
災
を
図
る
ー
と
い

う
方
針
だ
っ
た
。

堤
防
高
明
治
三
陸
を
想
定

最
大
は
小
泉
の
1
4

8
9
6
年
）
の
再
来
に

備
え
、
唐
桑
半
島
東
部

で
1
1
・
3
㍍
、
気
仙
沼

湾
で
7
・
2
㍍
な
ど
の

堤
防
高
が
必
要
と
判
断

した。既
存
の
堤
防
は
昭
和

3
5
年
の
チ
リ
地
震
津
波

後
の
対
策
と
し
て
整
備

し
て
き
た
た
め
、
高
さ

は
2
～
6
㍍
程
度
だ
っ

た
。
新
た
な
堤
防
は
そ

昭
和
8
年
の
昭
和
三
陸

津
波
や
明
治
三
陸
津
波

の
対
策
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
た
た
め
、
大
幅

に
高
さ
が
変
わ
る
地
域

は
少
な
か
っ
た
。
も
と

も
と
1
0
㍍
以
上
の
堤
防

が
多
く
存
在
し
て
い
た

か
ら
だ
。
今
回
の
津
波
高
と
浸

水
面
積
が
、
岩
手
県
は

被
害
想
定
の
1
～
2
倍

指
定
の
た
め
に
実
施
し

た
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
東
日
本

大
震
災
と
同
規
模
の
津

波
が
襲
来
し
て
も
、
新

た
な
堤
防
の
整
備
に

よ
っ
て
市
内
の
浸
水
面

積
が
2
割
減
少
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

宮
城
県
沖
地
震
は
過

去
に
2
6
～
4
2
年
の
間
隔

で
発
生
。
こ
の
1
0
0

・
7
㍍

に
よ
る
と
、
管
内
の
河

川
と
海
岸
の
災
害
復
旧

は
市
町
分
も
含
め
て
8
7

件
・
1
1
0
4
億
円
を

計
画
。
こ
れ
は
国
交
筈

所
管
分
だ
け
で
、
農
水

省
所
管
の
海
岸
保
全
施

設
の
復
旧
に
も
約
6
0

0
億
円
が
か
か
る
予
定

だ。
国
か
ら
ほ
ぼ
1
0
0

％
の
財
政
支
援
が
受
け

ら
れ
る
災
害
復
旧
工
事

は
通
常
、
災
害
前
の
姿

に
戻
す
原
型
復
旧
が
基

本
だ
が
、
今
回
は
堤
防

の
か
さ
上
げ
も
認
め
ら

れ
て
い
る
。
堤
防
を
整

備
す
る
に
は
絶
好
の
機

会
で
も
あ
る
の
だ
が
、

災
害
復
旧
に
は
「
3
年

以
内
」
と
い
う
原
則
が

ある。県
議
会
の
議
論
の
中

で
村
井
募
浩
知
事
は

「
国
の
復
興
財
源
に
は

限
り
が
あ
る
。
気
仙
沼

だ
け
住
民
全
員
の
合
意

を
待
ち
、
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
い
ま
造
ら
な

い
と
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
っ
て
も
造
れ
な
く
な

る
」
と
説
明
し
た
。

一
方
、
論
戦
を
交
わ

し
た
畠
山
和
純
県
議
は

「
浜
に
よ
っ
て
事
情
が

琴
っ
の
に
、
、
同
じ
基
準

で
整
備
す
る
こ
と
が
大

き
な
疑
問
だ
。
堤
防
を

一
度
造
れ
ば
、
二
度
と

元
に
戻
せ
な
く
な
る
」

と
、
十
分
な
説
明
や
住

民
合
意
が
な
い
ま
ま
進

め
ら
れ
る
塩
防
計
画
を

調
印
雛
霞
は
、

多
く
の
市
民
が
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
高
さ
や
設
置
場
所
、

層
然
環
境
へ
の
影
響
に

対
す
る
疑
問
の
声
が
各

浜
で
上
が
っ
て
い
る
。
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